
▼
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
毎
年
の
こ
と
な

が
ら
、
こ
の
言
葉
で
書
き
始
め
る

の
は
、
や
は
り
良
い
も
の
で
あ
る
。

▼
新
年
、
新
春
、
そ
し
て
寿
ぐ
、

ど
れ
も
心
地
よ
い
語
感
で
あ
る
。

言
葉
の
持
つ
「
語
感
」
は
、
漢
字

と
ひ
ら
が
な
を
有
す
る
、
日
本
語

特
有
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。「
新
し
い
」
も
そ
う
だ
が
、

「
春
」
と
い
う
文
字
を
見
て
不
快

に
思
う
人
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う

し
た
共
通
の
語
感
が
、
日
本
の
文

化
と
も
い
え
る
。
▼
新
し
い
春
に

は
、
芽
生
え
の
息
吹
を
感
じ
る
。

閉
ざ
さ
れ
た
灰
色
の
冬
か
ら
、
花

開
く
桜
色
の
春
へ
と
、
発
展
、
浮

き
立
つ
心
地
に
さ
せ
て
く
れ
る
。

こ
れ
が
青
い
春
「
青
春
」
だ
と
ど

う
だ
ろ
う
と
考
え
る
が
、
人
そ
れ

ぞ
れ
青
春
の
悩
み
や
辛
さ
は
あ
っ

て
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
さ
せ

る
青
春
は
、
や
は
り
語
感
と
し
て

良
い
も
の
の
部
類
だ
ろ
う
。
大
和

言
葉
の
文
化
を
感
じ
る
。
▼
大
和

言
葉
の
粋
と
し
て
、
昨
今
の
正
月

で
は
な
じ
み
が
薄
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
が
、
百
人
一
首
歌
留
多
に
残

る
「
短
歌
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
意

味
も
解
ら
ず
、
歌
留
多
取
り
に
勝

ち
た
い
一
心
で
丸
暗
記
し
た
が
、

そ
れ
が
で
き
た
の
も
、
音
と
し
て

も
美
し
い
言
葉
が
連
な
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
▼
掛
詞
や
、
枕

詞
な
ど
そ
れ
自
体
に
意
味
は
な
い

が
、
次
に
続
く
言
葉
を
間
違
え
な

く
連
想
さ
せ
、
リ
ズ
ム
を
作
っ
て

い
る
。
英
語
に
は
み
ら
れ
な
い
文

章
構
造
で
あ
る
。
▼
思
い
つ
く
ま

ま
に
、
百
人
一
首
の
な
か
か
ら
、

春
に
か
か
わ
り
の
あ
る
和
歌
を
並

べ
て
み
る
。
意
外
と
多
い
こ
と
に

気
が
つ
く
。
や
は
り
春
は
千
年
の

昔
か
ら
、
何
人
に
と
っ
て
も
「
う

れ
し
い
、
華
や
ぐ
」
も
の
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

（
え
ふ
）
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題字：鳩山威一郎

日
本
友
愛
青
年
協
会
の
公
益

事
業
の
一
つ
で
あ
る
植
林
活
動

も
、
十
年
間
継
続
さ
れ
、
本
年

度
は
第
十
五
次
、
第
十
六
次
の

植
林
訪
中
が
実
施
さ
れ
る
。

今
回
十
二
月
二
十
三
日
（
水
）

〜
二
十
六
日
（
土
）
の
四
日
間
、

第
十
五
次
植
林
活
動
が
実
施
さ

れ
、
友
愛
植
林
訪
中
団
が
中
国

を
訪
れ
た
。
一
行
は
川
手
正
一

郎
団
長
以
下
九
名
、
第
五
期
と

な
っ
た
湖
北
省
シ
キ
県
の
三
峡

ダ
ム
上
流
で
植
林
活
動
を
行
っ

た
。
今
期
の
予
定
植
林
面
積
は
、

約
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
苗
木

は
約
十
六
万
五
千
本
が
用
意
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
昨
年
（
第
四
期
）
一
昨

年
（
第
三
期
）
の
植
林
活
動
を

行
っ
た
地
域
を
視
察
、
厳
し
い

環
境
に
も
負
け
ず
、
苗
木
が
し

っ
か
り
と
根
付
い
て
い
る
様
子

を
確
認
し
た
。

写真：２０１０年初日の出

犬吠埼にて 撮影：太田次郎

友
愛
訪
中
団
と
小
中
学
生
、
村
人
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
て
苗
木
を
植
え
る

植
林
現
場
の
地
元
に
あ
る
小
中
学
校
の

生
徒
が
参
集
。
植
林
に
も
参
加
し
た

村
の
人
達
、
高
校
生
、
皆
が
参
加
し
て

式
典
を
開
催
。
太
鼓
ド
ラ
で
熱
烈
歓
迎

笑
顔
で
参
列
の
村
人
達
に
挨
拶
を
す
る

川
手
正
一
郎
訪
中
団
団
長

今
回
の
植
林
地
に
建
立
さ
れ
た
記
念
碑

を
囲
ん
で
記
念
撮
影

日中緑化交流基金 湖北省シキ県第５期植林
「友愛」第15次植林訪中団　９名が訪中　活動実施

三峡ダム周辺「友愛」が担当　活着率90％を超える
発電・治水・環境改善　着実に効果を上げる

係
各
位
が
参
列
し
た
。

柑
橘
類
が
育
成
で
き
る
地
域

と
は
い
え
、
内
陸
部
の
寒
さ
は

厳
し
く
、
友
愛
訪
中
団
も
耐
寒

対
策
万
全
で
臨
ん
だ
が
、
地
元

の
人
々
は
寒
さ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
熱
烈
歓
迎
の
式
典
を
開
催

し
た
。

広
場
入
り
口
で
は
、
太
鼓
、

ド
ラ
な
ど
を
演
奏
す
る
地
元
の

人
々
が
列
を
作
っ
て
賑
や
か
に

出
迎
え
る
。
広
場
に
は
地
元
の

小
中
学
生
が
集
ま
り
、
頬
を
赤

く
し
て
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。

式
典
で
は
川
手
正
一
郎
団
長

が
、「
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き

て
本
当
に
嬉
し
い
。
私
は
高
齢

で
は
あ
り
ま
す
が
、
体
の
続
く

限
り
中
国
を
訪
れ
、
植
林
を
続

け
て
い
き
ま
す
。
今
日
植
え
た

木
々
が
大
き
く
育
ち
、
皆
さ
ん

が
大
人
に
な
っ
た
と
き
、
今
日

の
事
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
う
し
た
縁
が
、
世
界
を

一
つ
に
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま

す
」
と
挨
拶
し
た
。

一
行
に
同
行
し
た
井
之
輪
豪

事
務
局
次
長
が
、
参
加
者
全
員

を
紹
介
し
、
参
列
の
人
々
か
ら

大
き
な
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
。

式
典
後
、
大
き
な
自
然
石
で

造
ら
れ
た
記
念
碑
の
除
幕
式
が

当
協
会
は
、
三
峡
ダ
ム
周
辺

植
林
事
業
の
第
一
期
よ
り
参
加

し
て
お
り
、
第
五
期
に
あ
た
る

今
回
は
、
最
も
上
流
の
地
域
を

担
当
し
た
。

訪
中
団
一
行
は
、
植
林
現
場

そ
の
も
の
に
行
く
に
は
、
一
日

の
日
程
を
要
す
る
こ
と
、
ま
た

現
地
ま
で
の
道
路
が
完
備
さ
れ

て
お
ら
ず
交
通
の
便
も
全
く
な

い
こ
と
か
ら
、
現
場
よ
り
手
前

に
あ
る
県
の
人
民
広
場
で
式
典

を
行
っ
た
。

式
典
に
は
北
京
よ
り
同
行
し

た
全
国
中
華
青
年
連
合
国
際
部

の
洪
桂
梅
主
任
を
初
め
、
シ
キ

県
主
席
、
宜
昌
市
市
長
な
ど
関

オ
レ
ン
ジ
な
ど
柑
橘
類
の
生
産

が
行
わ
れ
て
お
り
、
農
業
地
域

で
は
あ
る
が
、
内
陸
（
上
海
か

ら
約
一
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
西
）

に
あ
る
た
め
、
流
通
の
手
段
に

乏
し
く
、
経
済
的
に
は
豊
か
と

は
い
え
な
い
地
域
で
あ
る
。
加

え
て
長
江
の
氾
濫
な
ど
、
自
然

災
害
も
多
く
、
護
岸
、
治
水
の

必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
日
中
緑
化
交
流
基

金
で
行
わ
れ
る
植
林
事
業
は
、

環
境
保
全
は
も
と
よ
り
、
護
岸
、

治
水
に
よ
る
農
業
地
確
保
、
併

せ
て
植
林
事
業
そ
の
も
の
の
経

済
効
果
な
ど
、
多
く
の
点
で
現

地
の
期
待
を
集
め
て
い
る
。

第
十
五
次
植
林
訪
中
は
、
十

二
月
二
三
日
か
ら
四
日
間
の
予

定
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
挟
む
こ

と
か
ら
参
加
者
の
応
募
が
危
ぶ

ま
れ
た
が
、
川
手
正
一
郎
団
長

の
も
と
、
一
般
参
加
二
名
に
加

え
、
鳩
山
友
愛
塾
修
了
生
か
ら

二
名
、
二
期
生
か
ら
三
名
の
参

加
者
を
得
、
総
勢
九
名
の
訪
中

団
と
な
っ
た
。

植
林
現
場
で
あ
る
三
峡
ダ
ム

は
、
長
江
（
揚
子
江
）
上
流
に

造
ら
れ
た
巨
大
な
ダ
ム
で
、
こ

の
ダ
ム
を
造
る
た
め
百
二
〇
万

人
が
移
住
を
し
、
新
し
い
街
が

造
ら
れ
た
。
従
来
よ
り
ミ
カ
ン
、
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出演者・審査員の先生方、関係各位揃っての記念撮影。
第２０回の節目の年、参加者の質の高さに、審査員の先生方も手応えを掴んでいる。審査を終えた充足感で微笑み
が浮かぶ。出演者も緊張が解け、表情が和やかになっていく。次年度、次次年度へと継承される伝統の一歩である

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
成
長
が
楽
し
み
で

す
と
挨
拶
　
鶴
巻
克
雄
常
務
理
事

山
圭
子
さ
ん

入
　
賞

宮
西
一
弘
さ
ん
　

学
生
の
部
奨
励
賞
受
賞

岩
田
真
奈
さ
ん

入
　
賞

加
耒
　
徹
さ
ん

第
二
位
／
日
本
歌
曲
賞
／

日
本
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
協
会
賞
受
賞

小
林
良
子
さ
ん

入
　
賞

原
田
勇
雅
さ
ん

入
　
賞
・
聴
衆
者
賞
受
賞

國
井
陽
子
さ
ん第

三
位
受
賞

草
刈
伸
明
さ
ん

入
　
賞

聴
衆
者
賞
の
表
彰
に
あ
た
っ
て
挨
拶

井
上
和
子
理
事
長
代
行

込
山
由
貴
子
さ
ん入

　
賞

村
元
彩
夏
さ
ん

第
一
位
／
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
受
賞

村
人
総
出
で
植
林
活
動
に
参
加
。
長
江

（
揚
子
江
）
の
護
岸
保
全
に
有
効
植
樹
。

急
な
斜
面
に
沢
山
の
人
が
集
ま
っ
た

悠
久
の
長
江
の
流
れ
。
河
岸
に
見
え
る

高
層
住
宅
は
、
ダ
ム
建
造
の
た
め
移
住

し
た
人
々
の
た
め
に
造
ら
れ
た
も
の

地
元
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
入
り
口

に
は
電
光
掲
示
で
熱
烈
歓
迎
の
文
字
が

一
昨
年
植
林
し
た
現
場
を
視
察
。
寒
さ

に
も
負
け
ず
木
々
は
根
付
い
て
い
る

十
二
月
四
日
（
金
）
東
京
上

野
に
あ
る
旧
奏
楽
堂
に
お
い

て
、
平
成
二
十
一
年
度
文
部
科

学
大
臣
奨
励
賞
・
第
二
〇
回
友

愛
ド
イ
ツ
歌
曲
（
リ
ー
ト
）
コ

ン
ク
ー
ル
本
選
会
が
開
催
さ

れ
、
村
元
彩
夏
さ
ん
が
第
一
位

の
栄
冠
に
輝
い
た
。

回
を
重
ね
る
た
び
知
名
度
の

高
ま
っ
て
い
る
本
コ
ン
ク
ー
ル

で
あ
る
が
、
第
二
〇
回
の
節
目

の
年
に
あ
た
る
本
年
度
は
、
例

年
に
も
増
し
て
応
募
者
の
技
量

が
高
く
な
り
、
第
一
次
予
選
、

第
二
次
予
選
と
も
審
査
員
を
悩

ま
せ
る
状
況
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
本
選
会
の
来
場
者
数

も
過
去
最
高
を
記
録
し
、
本
協

会
の
行
う
公
益
事
業
と
し
て
、

そ
の
意
義
を
確
立
し
て
い
る
。

午
後
四
時
四
〇
分
か
ら
開
演

さ
れ
た
本
選
会
の
出
演
者
は
十

名
、
激
戦
の
第
一
次
、
第
二
次

予
選
を
通
過
し
た
、
い
ず
れ
も

堂
々
た
る
経
歴
の
出
演
者
で
あ

る
。演

奏
は
滞
り
無
く
進
行
し
、

全
員
の
演
奏
終
了
後
、
来
場
者

に
よ
る
「
聴
衆
者
賞
」
の
投
票

が
行
わ
れ
た
。
聴
衆
者
賞
の
受

賞
者
は
、
再
度
舞
台
で
演
奏
す

る
こ
と
か
ら
、
あ
の
方
の
歌
声

を
も
う
一
度
と
、
多
く
の
方
が

投
票
に
参
加
し
た
。
投
票
終
了

後
直
ち
に
開
票
が
行
わ
れ
、
原

田
勇
雅
さ
ん
が
聴
衆
者
賞
を
受

賞
、
そ
の
歌
声
を
披
露
し
た
。

井
上
和
子
副
理
事
長
が
挨
拶

し
、「
毎
年
毎
年
出
演
の
方
々

の
技
量
が
高
く
な
り
、
楽
し
み

で
も
あ
り
、
主
催
者
と
し
て
嬉

し
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

そ
う
し
た
声
に
応
え
ら
れ
る
コ

審
査
結
果
発
表
を
前
に
、
鶴

巻
克
雄
常
務
理
事
が
挨
拶
に
立

ち
、
い
つ
も
本
選
会
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

大
い
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
述
べ
た
。

審
査
員
紹
介
（
五
十
音
順
）

朝
倉
蒼
生
／
東
京
芸
術
大
学

名
誉
教
授
　
菅
英
三
子
／
京
都

市
立
芸
術
大
学
准
教
授
　
高
橋

啓
三
／
東
京
音
楽
大
学
教
授

ヨ
ズ
ア
・
バ
ル
チ
ェ
／
武
蔵
野

音
楽
大
学
講
師
　
三
ツ
石
潤

司
／
武
蔵
野
音
楽
大
学
教
授

本
島
阿
佐
子
／
国
立
音
楽
大
学

選
任
講
師
　
コ
ン
ラ
ー
ト
・
リ

ヒ
タ
ー
／
元
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ガ
ル

ト
音
楽
大
学
学
長
　
島
崎
照

代
／
日
本
友
愛
青
年
協
会
評
議

員
・
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
長

ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

審
査
は
難
航
し
、
一
時
間
を

要
し
た
が
、
第
一
位
・
文
部
科

学
大
臣
奨
励
賞
村
元
彩
夏
さ

ん
、
第
二
位
加
耒
　
徹
さ
ん
、

第
三
位
國
井
陽
子
さ
ん
と
い
う

結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
、
最
優

秀
共
演
者
賞
を
大
田
佳
弘
さ
ん

が
受
賞
し
た
。

行
わ
れ
、
訪
中
団
一
行
は
そ
の

前
で
記
念
撮
影
。
用
意
さ
れ
た

柏
樹
（
中
国
名
・
コ
ノ
テ
カ
シ

ワ
の
一
種
）
及
び
柑
桔
（
中
国

名
・
柑
橘
系
）
の
苗
を
植
樹
、

全
員
が
真
下
に
長
江
の
流
れ
を

見
下
ろ
す
急
な
斜
面
で
、
お
ぼ

つ
か
な
い
手
つ
き
で
植
樹
を
行

っ
た
。
植
樹
の
際
は
、
式
典
に

参
列
し
た
小
中
学
生
の
他
、
村

人
も
総
出
で
参
加
、
急
な
斜
面

も
も
の
と
も
せ
ず
、
楽
し
げ
に

話
し
か
け
て
く
る
。
言
葉
は
い

ら
な
い
、「
友
愛
」
な
ら
で
は

の
交
流
の
時
間
と
な
っ
た
。

植
林
活
動
、
式
典
を
終
え
一

行
は
三
期
、
四
期
に
植
樹
し
た

現
場
を
視
察
、
活
着
率
九
〇
％

を
超
え
る
と
の
説
明
に
川
手
団

長
も
大
き
く
頷
い
て
い
た
。

翌
日
は
、
中
国
の
誇
る
詩
人

屈
源
の
住
居
（
史
跡
）、
宜
昌

市
内
を
見
学
、
全
て
の
行
程
を

終
え
全
員
無
事
に
帰
国
し
た
。

参
加
者
（
敬
称
略
）

川
手
正
一
郎
　
福
田
八
州
雄

原
俊
子
　
肥
沼
章
彦
　
鷲
巣
真

大
　
村
上
昌
二
　
藤
井
治
彦

猪
飼
浩
樹
　
事
務
局
／
井
之
輪

豪
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時
事
川
柳
　

服
部
迪
夫
　
作

―
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

６
３
４

む

さ

し

ま
で
紙
面
に
ぎ
わ
す
ス

カ
イ
ツ
リ
ー

―
世
界
各
国
ツ
ア
ー

紙
面
か
ら
丸
い
地
球
の
旅
案
内

―
魁
皇
関

直
方
の
怪
童
日
本
を
明
る
く
し

―
白
鵬
関

負
け
て
知
る
勝
負
勘
と
の
せ
め

ぎ
あ
い

―
元
巨
人
軍
寮
長
武
宮
さ
ん

逝
く

寮
長
の
倍
率
あ
げ
た
鬼
寮
長

機関紙『友愛』原稿募集
読者の皆様のご投稿をお待ちいたしております。内容
は、ボランティア活動の報告、地域の名物の紹介、季
節のお便り等々、何でも結構です。ご自慢の写真も大
歓迎です。皆様の『友愛』に奮ってご投稿ください。
締切り：特に設けません。いつでもご投稿ください。
掲載ご希望の月 がある場合は、２ヶ月前に原稿が届
くようお願い致します。

送り先：（財）日本友愛青年協会事務局　宛

Ｙ
Ｕ
Ａ
Ｉ
（
友
愛
）

鳩
山
友
愛
塾
事
務
局
長

吉
田
　
勝
弘

人
を
愛
し
人
に
愛
さ
れ

穏
や
か
な
心
で
生
き
て
行
く

時
に
は
母
の
愛
に
似
て
命
を
懸
け
て
守
り
き
る

何
か
が
き
っ
と
あ
る
は
ず

他
人

ひ

と

の
喜
び
や
悲
し
み
を
自
分

み
ず
か
ら

の
も
の
と
し
て

認
め
合
い
…
助
け
合
い
…
そ
し
て
解
り
合
う

あ
り
ふ
れ
た
答
え
な
ん
て
欲
し
が
ら
な
い
で

そ
ん
な
今
日
を
生
き
れ
ば
い
い

自
分
だ
け
が
寂
し
い
と
は
思
わ
な
い

自
分
だ
け
が
悲
し
い
訳
で
も
な
い

人
は
み
な
何
か
を
背
負
い
な
が
ら

生
き
て
い
る
の
だ
か
ら

自
分
だ
け
が
苦
し
い
と
は
思
わ
な
い

自
分
だ
け
が
辛
い
訳
で
も
な
い

人
は
み
な
何
か
を
探
し
な
が
ら

生
き
て
い
る
の
だ
か
ら
　

他
人
ひ

と

の
喜
び
や
悲
し
み
を
自
分

み
ず
か
ら

の
も
の
と
し
て

認
め
合
い
…
助
け
合
い
…
そ
し
て
解
り
合
う

あ
り
ふ
れ
た
答
え
な
ん
て
欲
し
が
ら
な
い
で

そ
ん
な
今
日
を
生
き
れ
ば
い
い

熱心に聞き入る塾生。講義後も的
確な質問が活発に発せられる

第11回講義
吉村作治学長

第1３回講義　
赤峰勝人代表

第12回講義　
寺島実郎会長

鳩
山
友
愛
塾
多
彩
な
講
師
陣
、
充
実
の
講
義

熱
心
な
質
問
、
熱
い
講
義
が
続
く
　
新
発
見
親
子
夫
婦
の
ミ
イ
ラ
を
解
説
…
吉
村
作
治

先
生
／
最
新
の
資
料
を
提
示
…
寺
島
実
郎
先
生
／
甘
い
人
参
を
持
参
…
赤
峰
勝
人
先
生

鳩
山
友
愛
塾
は
、
正
月
の
休

み
を
前
に
三
分
の
二
の
行
程
を

を
終
え
た
。
毎
回
各
界
の
第
一

人
者
を
迎
え
て
の
講
義
に
、
塾

生
も
充
実
の
時
間
を
過
ご
し
て

い
る
。

さ
ら
に
、
日
本
友
愛
青
年
協

会
が
実
施
す
る
植
林
訪
中
団

に
、
三
名
が
参
加
、
四
日
間
の

中
国
訪
問
、
植
林
活
動
と
、
講

義
以
外
の
分
野
で
も
積
極
的
に

学
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

ま
た
、
修
了
の
時
期
も
間
近

い
こ
と
か
ら
、「
あ
な
た
に
と

っ
て
友
愛
と
は
」
の
テ
ー
マ
で
、

一
年
間
の
受
講
の
集
大
成
と
な

る
修
了
論
文
の
制
作
も
始
ま
っ

た
。

…
…
…
…
…

十
一
月
二
十
四
日

第
十
三
回
　
講
師：

サ
イ
バ
ー

大
学
吉
村
作
治
学
長

一
月
に
東
京
池
袋
で
開
催
さ

れ
る
エ
ジ
プ
ト
展
で
紹
介
さ
れ

る
親
子
・
夫
婦
の
ミ
イ
ラ
は
新

発
見
。
そ
の
工
程
や
発
掘
現
場

で
の
話
し
な
ど
、
吉
村
教
授
の

講
義
が
、
新
し
い
知
識
の
世
界

へ
と
導
く
。
豊
富
な
資
料
、
そ

し
て
常
に
研
究
者
、
学
者
の
姿

勢
を
貫
き
な
が
ら
、
解
り
易
い

巧
み
な
話
し
振
り
は
素
晴
ら
し

い
。
学
問
と
哲
学
に
裏
付
け
ら

れ
た
吉
村
教
授
の
真
髄
が
伝
わ

っ
て
く
る
。

十
二
月
八
日

第
一
四
回
　
講
師：

（
財
）
日

本
総
合
研
究
所
寺
島
実
郎
会
長

寺
島
会
長
自
身
が
編
集
、
分
析

し
た
最
新
の
デ
ー
タ
が
資
料
と

し
て
配
付
さ
れ
、
具
体
的
な
数

値
を
基
に
解
説
が
行
わ
れ
る
。

テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
マ
ス
コ
ミ

で
も
大
活
躍
の
寺
島
会
長
が
、

目
の
当
た
り
で
語
り
か
け
る
よ

う
に
話
を
さ
れ
る
。
塾
生
も
待

ち
望
ん
で
い
た
講
義
の
実
現

に
、
全
員
が
食
い
入
る
よ
う
に

聞
き
入
っ
て
い
た
。

十
二
月
二
十
二
日

第
十
五
回
　
講
師：

赤
峰
農
場

赤
峰
勝
人
代
表

前
回
、
塾
生
を
感
動
さ
せ
た
赤

峰
農
場
で
採
れ
た
野
菜
（
人

参
・
ほ
う
れ
ん
草
）
を
、
今
回

も
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
虫

の
喰
っ
て
い
る
葉
は
何
故
大
切

な
の
か
。
虫
食
い
は
そ
れ
だ
け

で
は
安
全
野
菜
の
証
拠
に
は
な

ら
な
い
、
赤
峰
代
表
の
熱
い
解

説
が
続
く
。
実
感
の
わ
か
な
い

者
も
、
そ
の
ま
ま
食
べ
て
甘
く

美
味
し
い
人
参
を
口
に
し
、
納

得
の
様
子
。
体
験
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
も
実
感
し
た
。

◆
今
年
が
ど
ん
な
年
に
な
る
の

か
。
株
価
や
ド
ル
に
つ
い
て
、
毎

年
経
済
人
の
予
測
が
マ
ス
コ
ミ
か

ら
伝
え
ら
れ
ま
す
が
、
年
末
に
検

証
し
ま
す
と
大
半
が
外
れ
、
予
知

予
測
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
す
。

社
会
が
混
乱
し
、
不
安
が
増
す
ほ

ど
、
人
々
は
明
日
に
つ
い
て
知
り

た
い
。
専
門
家
の
予
想
や
占
い
が

も
て
囃
さ
れ
る
の
も
そ
ん
な
人
心

か
ら
で
す
が
、
万
一
世
の
中
か
ら

心
配
や
不
安
が
無
く
な
り
、
明
日

や
将
来
の
こ
と
が
見
え
た
ら
、
人

生
は
ど
ん
な
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
一
寸
先
が
闇
と
い
う
こ
の
世

だ
か
ら
こ
そ
、
人
間
が
人
間
ら
し

く
生
き
て
い
け
る
。
そ
し
て
人
生

は
面
白
い
。
そ
ん
な
感
じ
の
昨
今

で
す
。

（
Ｋ
）

◆
我
々
が
会
話
の
中
で
「
国
際
社

会
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
場

合
、
具
体
的
に
は
ど
の
社
会
を
意

識
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
私
は
当

然
の
よ
う
に
欧
米
諸
国
を
中
心
と

し
た
先
進
国
社
会
を
意
識
し
て
い

る
。「
ア
ジ
ア
」
と
い
う
言
葉
の

場
合
も
同
様
で
あ
る
。
日
本
周
辺

の
限
ら
れ
た
数
国
し
か
私
の
頭
の

中
に
は
な
い
。
あ
る
言
葉
の
定
義

に
つ
い
て
共
通
認
識
の
あ
る
者
同

士
間
で
は
、
会
話
の
中
で
使
用
す

る
言
葉
を
改
め
て
定
義
す
る
必
要

は
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
無
い

者
同
士
間
の
会
話
の
場
合
は
言
葉

の
定
義
を
慎
重
に
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
が
、

余
計
な
誤
解
を
防
ぐ
こ
と
に
繋
が

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
Ｇ
Ｏ
）

◆
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
紙
面
が
変
化
に
富
ん
で

い
て
面
白
い
と
の
言
葉
を
い
た
だ

い
た
り
、
冗
長
だ
ね
と
言
わ
れ
た

り
、
一
喜
一
憂
は
い
た
し
ま
す
が
、

ど
ち
ら
も
有
り
難
い
読
者
の
言
葉

で
す
。
編
集
者
に
と
っ
て
読
者
の

言
葉
は
、
何
よ
り
の
励
み
で
す
。

ド
シ
ド
シ
ご
意
見
ご
感
想
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
心
よ
り
お
待
ち
申

し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
ご
投
稿
も

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
も
）

友
愛
事
務
局
に
て
。
ゲ
ル
テ
ィ
さ
ん

（
右
）
と
ベ
テ
ィ
ー
ナ
さ
ん
（
左
）

広
島
平
和
記
念
公
園
で
。
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
と

の
橋
渡
し
役
島
崎
評
議
員
（
左
端
）
と

宮
島
を
観
光
。
鳩
山
友
愛
塾
修
了
生
広

島
市
議
の
森
本
さ
ん
が
案
内
役
（
左
端
）

日
本
友
愛
青
年
協
会
は
、
公

益
事
業
の
一
つ
に
国
際
交
流
を

挙
げ
て
い
る
。
本
年
度
も
姉
妹

団
体
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
勤

労
青
年
連
盟
（
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
）
よ

り
、
二
名
の
派
遣
員
を
受
け
入

れ
た
。
二
人
は
十
一
月
二
十
一

日
（
土
）
〜
二
十
七
日
（
金
）

の
予
定
で
来
日
、
広
島
、
京
都

を
訪
問
後
東
京
に
戻
り
、
友
愛

事
務
局
で
の
交
流
な
ど
充
実
の

一
週
間
を
過
ご
し
、
笑
顔
で
帰

国
し
た
。

例
年
実
施
し
て
い
る
国
際
交

流
受
け
入
れ
事
業
で
あ
る
が
、

本
年
度
は
特
に
広
島
訪
問
を
軸

に
計
画
を
た
て
た
。

計
画
に
は
井
上
和
子
副
理
事

長
の
、
受
け
入
れ
事
業
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
を
取
り
入
れ
た
い
と

の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
。

テ
ー
マ
と
し
て
「
友
愛
」
創

設
者
鳩
山
一
郎
先
生
が
、
常
に

唱
え
て
お
ら
れ
た
「
核
廃
絶
」

に
焦
点
を
お
き
、
一
郎
先
生
の

思
い
を
現
在
活
動
し
て
い
る
本

協
会
で
具
現
化
す
る
た
め
に

は
、
来
日
派
遣
員
に
「
広
島
」

の
実
態
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
、
そ
の
一
歩
と
な
る
の
で

は
な
い
か
と
運
営
委
員
会
で
も

協
議
さ
れ
、
実
施
に
至
っ
た
。

広
島
平
和
記
念
公
園
に
あ
る

原
爆
資
料
館
は
、
原
爆
の
悲
惨

さ
、
原
爆
が
い
か
に
非
人
間
的

で
あ
る
か
を
伝
え
る
貴
重
な
資

料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

見
学
を
終
え
た
派
遣
員
二
人

は
、
衝
撃
を
受
け
た
と
正
直
な

感
想
を
述
べ
た
。「
知
識
と
し

て
知
っ
て
い
た
こ
と
と
、
実
際

に
見
る
こ
と
は
大
い
に
違
う
、

帰
国
後
必
ず
子
供
達
に
伝
え
て

い
く
」
と
語
っ
て
い
た
。

広
島
で
は
、
鳩
山
友
愛
塾
一

期
修
了
生
の
森
本
真
治
広
島
市

会
議
員
が
案
内
役
を
引
き
受
け

て
く
だ
さ
っ
た
。
地
元
の
利
か

ら
、
時
間
を
有
効
活
用
し
、
世

界
遺
産
「
宮
島
」
の
見
学
も
行

っ
た
。
ま
た
、
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
と
の

橋
渡
し
役
を
果
た
し
て
い
る
島

崎
照
代
評
議
員
も
高
知
か
ら
駆

け
つ
け
て
、
流
暢
な
ド
イ
ツ
語

で
二
人
の
派
遣
員
に
日
本
を
紹

介
し
た
。

東
京
で
は
、
協
会
役
員
と
の

懇
親
食
事
会
も
行
わ
れ
た
。
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TEL052-829-3001  FAX052-829-3002

〒457-0007名古屋市南区駈上1-11-29

衆議院議員

大 畠 章 宏

〒100-0014 東京都千代田区永田町2-2-1-231

衆議院国家基本政策委員長

川島　毅代表取締役
社 　 長

衆議院第1議員会館433
TEL03-3508-7133  FAX03-3508-3433

〒100-8981 東京都千代田区永田町2-2-1

民主党
衆議院議員

国会事務所

名古屋事務所

富士吉ビル２階
TEL0977-21-1781  FAX0977-21-1799

〒874-0933大分県別府市野口元町1-3

衆議院第2議員会館510
TEL03-3508-7510  FAX03-3509-7610

〒100-8982 東京都千代田区永田町2-1-2国会事務所

別府事務所

第５次友愛青年同志会
東南アジア使節団団長

事務所
〒781-5103 高知市大津乙378-7
TEL 088-866-4161    FAX 088-866-4001

鳩 山 邦 夫

小石川文天ビル２階
TEL03-5684-3188  FAX03-5684-3186

〒112-0002 東京都文京区小石川1-10-13

衆議院議員

副理事長

財団法人日本友愛青年協会

井 上 和 子

小石川文天ビル２階
TEL03-5684-3188  FAX03-5684-3186

〒112-0002 東京都文京区小石川1-10-13

理事長代行・副理事長
財団法人日本友愛青年協会

日東リビング株式会社
〒101-0031
東京都千代田区東神田1丁目2番10号

電話(03)3862-8356番
FAX(03)3862-8359番

セントラルイースト東京

高知市議会議長

鳩山友愛塾塾長

社団法人日本不動産協会会員

地域に貢献する 財団法人日本友愛青年協会

萩原 直三評議員

〒154-0003  世田谷区野沢 2-33-5-1107

財団法人日本友愛青年協会

奥住　壽監 事

〒191-0001 東京都日野市栄町5-14-2
TEL042-581-2585  FAX042-586-7196

奥住会計事務所


